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５）外部空間施設整備・運営方針 

①基本方針 

 水郷筑波国定公園に指定されている利根川の広大で雄大なパノラマ景観や眺望景観の保

全・活用と、利根川改修と地域との関わりの歴史性の保全・復元を基本とし、佐原広域交流

拠点全体の空間の連続性が図れるよう、以下の基本方針により施設配置、施設整備を行う。 

１．広大な水辺景観や特徴ある自然景観の保全・活用 

２．利根川の治水事業に寄与した佐原ドックの保全・活用 

３．眺望景観の保全及び河川空間との一体感の創出 

４．利根川下流域中流部の水防活動拠点の整備 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２０ 外部空間整備方針図 

【国道 356 号】 
４車線化し、混雑の緩和を図る。

たぬき島 

【利用ゾーン（湿地）（修景）】 

かつてみられた湿地の再生を図る。 

ヨシ原等の植生は自然の回復に任

せることを基本とし、多様な動植物の

生息環境の形成を図る。また、湿地環

境・自然環境を生かした水辺体験、環

境学習の場を形成する。 

昭和２１年 

【佐原河岸】 

広大な水辺のパノラマ景観や筑波山の眺望を生かし、釣り・
クルージングのメッカとしての河川マリーナ、まちなかと結ぶ
小野川舟運の発着所としての佐原河岸を整備する。 
水際部はボードウォークとし河川マリーナの水辺を楽しめる

空間として整備する。災害時には緊急船舶の船着場として利用
する。 

【佐原ドック】 

河川利用情報発信施設と一体となっ

た利根川改修の歴史を伝えるフィール

ドミュージアムとして活用する。 

【河川防災ステーション】 

利根川下流域中流部の水防拠点として、災害対

策用水防備蓄資材置場等の防災 ST を整備する。 

防災 ST 資材置場は、平常時は覆土して芝生広場

等とし、周辺施設と一体となって有効活用を図る

とともに景観にも配慮する。 

車両倉庫・河川利用情報発信
施設・水辺交流センター 

地域交流施設
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②佐原河岸整備計画 

＜主な整備内容＞ 

・舟 運 発 着 所：現在小野川を中心に運行している 20 フィート程度のボート 2 隻程度

が係留できる浮桟橋。 

・係 留 桟 橋：つり船等プレジャーボートが利用する浮桟橋（20 隻分程度とし、将

来需要にあわせて拡張） 

・船舶昇降スロープ：つり船等プレジャーボート等が 2台同時に昇降可能なスロープを設置す

る。 

・駐車場(ボートヤード)：陸上保管場所等から牽引する車両や台車の駐車場（約 30 台分程度）。 

・水 辺 広 場：既存の階段護岸の広場部分はイベント等に活用できるよう広場とし

て整備。 

・ボ ードウォ ーク：水際部の散策を楽しむ木製ボードウォーク（幅員 2ｍ程度）。 

・転 落 防 止 柵：水際に転落防止柵を整備（階段護岸やスロープ部を除く）。 

・環 境 護 岸：佐原河岸の護岸整備。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図－２１ 佐原河岸備計画図 
 
 

船舶昇降スロープ 

（幅員 10ｍ、斜路勾配 1:10）

水辺広場 

（既存の階段護岸等を活か
した河川前出し広場） 環境護岸 

係留桟橋（浮桟橋） 

約 20 隻 

舟運発着所(浮桟橋) 

２隻（20 フィート） 

転落防止柵 ボードウォーク 

ボートヤード 

約 30 台 
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③佐原ドック・建設機械展示整備計画 

＜主な整備内容＞ 

・佐 原 ド ッ ク ：利根川河川改修で活躍していた頃のドックスロープ（昇降用スロ

ープ）を復元し、平常時には河川利用情報発信施設、建設機械・浚

渫船の展示、さらには対岸の横利根閘門までを含んだエリアを利根

川河川改修の歴史を伝えるフィールドミュージアムとして活用す

る。 
・建設機械展示場 ：河川改修に活躍した建設機械(現在は屋外展示されている)を、佐

原ドックや車両倉庫・河川利用情報発信施設・水辺交流センター周

辺に、建設機械の用途に応じたストーリーを構成するよう分散配置

展示する。 
・建 設 機 械 倉 庫 ：河川利用情報発信施設と連続する位置に移築し、建設機械の展示

場として活用する。 
・浚 渫 船 展 示 ：利根川改修で活躍した浚渫船（1 隻）を佐原ドック内に水上展

示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２２ 佐原ドック・建設機械展示計画図 

横須賀倉庫の移築 

【屋外での展示】 

浚渫船の回航や利根川の浚渫、土
の運搬等、河川空間とのつながりが
深い機械を佐原ドック近くに配置す
る。 

【屋外での展示】 

堤防工事に使用された機械を堤
防に配置する。 

浚渫船の展示 

佐原ドック（昭和 35 年） 

バリアフリー坂路 
（６％） 

ドックスロープ 
の復元 

巡視船桟橋 

【室内での展示】 

室内で使用された機械は、室内で展
示する。 

 
 




